長岡市天文セミナー

「星・風・草原…欲張り天文塾」
概要

本プロジェクトは、平成1４年度より完全実施の中学校に対する部活動の設定解除及び週休２日制に対応する事業として展開することを趣旨とし、天文を通してグローバルな内容で各受講生に対し観察目を養い、自発的な発想で個々の感性に沿うように個人を主体とした学習を行うことを旨とする。

期間

６月～９月まで４ヶ月間 最終金曜日 毎月一回。

対象

市内の中学生以上および成人

時間

午後７時～９時まで。

費用

毎回一人500円当日徴収

材料費については実費にて徴収

主催

星空ファクトリー

会場

長岡市中央公民館

内容

· 星と星の動き

· 星座についての基礎

· 太陽系

· 星空

内容詳細

· 星と星の動き（受講料５００円＋実費２００円）

なぜ、星は西から東へ動いているのか、また、どのぐらいの移動量なのか。

なぜ、星は光っているのか、そして、寿命はあるのか。

なぜ、人間は６等星まで見ることが出来ないのか。

どうすれば、星を点に写すことが出来るのか。

星座早見板の製作（全員配布）。

初歩の天体写真術

· 星座についての基礎（別紙参考）（受講料５００円＋実費３００円）

星座概念はどのようにして成立したか。

星座がどうして現在のように発達したか。

現在の星座の意味について。

現在の星座における約束事。

プラネタリウムの製作（全員配布）。

赤道義を利用した天体写真術

· 太陽系（受講料５００円＋実費５００円）

なぜ、惑星が出来たのか、また、どんな惑星があるのか。

惑星の運行について。

太陽系はどのような構成になっているか。

太陽系以外に惑星はあるのか。

望遠鏡の製作（希望により配布）。

望遠鏡を直接利用した天体写真術

· 星空（受講料５００円）

星の分布。

宇宙の年令と相対性について。

命の発生。

人間以外に星を利用している生物について。

天文イラストの根拠を探る。

山の星・街の星。

夜間学習における考察

晴天時は、野外での天体観測を実施する。

雨天時の開催内容については、以下を設定する。

· 現在までの学習を簡単に復習をする。

· ビデオプロジェクター投影による天文ビデオ鑑賞。

· 天体写真のスライド映写。

· パソコンプラネタリウムの実施。

利用機材（全て星空ファクトリーで準備する）

スライド映写機・ビデオプロジェクター・パソコン・ビデオデッキ・スクリーン

所感

天文学については、最も身近で最も幅が広く関連付けできるだけの分野だと思っております。

ですから、ただ、「星」だけの事象を取りあげる従来の教育では、子どもの現実にあわずに勉強と言うより覚えるだけの、機械的な作業の積み重ねに過ぎなくなる危険性を持っています。

私は、興味こそ学習意欲の元と思い、自ら関心を持つことの出来る学習内容を心がけて取り組みたいと思っています。

結果、観察の目を育て、それに対して論理を付けられる「科学する」心が育ててられれば良いと思い、今日、理科の科目で取り分け「地学」「物理学」に対しての関心が薄れる中、科学する心の豊かさをこの時世だからこそはくぐみたいと思っています。

今回の試みは、決して学問という域だけではなく、「自然との共存」を中心にし、天文学を主題にもっと広い視野での「心」を育みたいと思っています。

